
学校推薦型選抜（専門・総合学科）併願
学校推薦型選抜（専門・総合学科）は、専門学科または総合学科で学ぶ方が対象で、小論文および志望理由書と面接で判定する併願の入試です。

大学・短期大学部（共通）

入試日程

試験会場
本学（守口キャンパス）

選考方法

小論文
（作文）

志望理由書
面接

①小論文（作文）（50点満点）／試験時間60分
②志望理由書・面接（50点満点）

　①・②による総合判定

注1）出願期間最終日の翌業務日に限り、守ロキャンパスにて出願窓口受付を実施します。（9:00～15:00）
注2）合格発表日の13:00からWeb合否照会で合否を確認できます。なお、郵送での合否通知は行いません。

出願要件

学校教育法施行規則第150条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者は、出願期間開始日の2週間前までに入試・広報部までお問い合わせください。

次の①・②のすべてに該当する者で、出身学校長が推薦する者。

①高等学校または中等教育学校において専門学科（専門教育を主とする学科）もしくは総合学科を2027年3月卒業見込みの者。

②志望する学部・学科・コースの特性を理解し、入学後の学生生活および勉学に関して明確な志向と意欲を持つ者。

学校推薦型選抜（指定校）専願

入試日程

大学・短期大学部（共通）

学校推薦型選抜（指定校）は、本学への進学実績があるなど各学校間との特別な関係で実施する入試です。
対象となる学校には6月頃に通知しますので、詳細は進路指導の先生に確認してください。調査書および志望理由書と面接で判定します。

選考方法

志望理由書
面接調査書＋特別推薦書（学校長） 志望理由書・面接（50点満点）および出願書類による総合判定

試験会場
本学（守口キャンパス）／沖縄

注1）出願期間最終日の翌業務日に限り、守ロキャンパスにて出願窓口受付を実施します。（9:00～15:00）
注2）合格発表日の13:00からWeb合否照会で合否を確認できます。なお、郵送での合否通知は行いません。

出願期間（締切日消印有効）

11月1日（日）～11月12日（木）

入学金納入期間

12月2日（水）～12月18日（金）

合格発表日

12月2日（水）

試験日

11月22日（日）

前期授業料等納入期間

12月2日（水）～1月8日（金）

出願期間（締切日消印有効）

11月1日（日）～11月6日（金）

入学金納入期間

12月2日（水）～12月18日（金）

合格発表日

12月2日（水）

試験日

11月15日（日）

前期授業料等納入期間

12月2日（水）～1月8日（金）

出願要件
本学が推薦依頼した高等学校等を2027年3月卒業見込みの者で、本学の定める基準を満たし、在籍する学校長が特別に推薦する者。

出願期間内 書類に記載されているID・パスワードで
インターネット出願登録を行う 受験生

6月中旬 対象校に指定校推薦に関する
書類を送付

O IU 学校

在籍校から推薦者（受験生）に対して、
出願に必要な書類を配付

受験生 学校7～10月

志願票（出願登録後、受験生が印刷）
調査書・特別推薦書（在籍校で発行）を郵送 受験生O IU 学校

出願締切後 受験票発行の通知 受験生O IU

合格発表 合格発表日の13:00から
Web合否照会で確認 受験生O IU

試験日 原則、集団面接 受験生O IU

O IU※ ：本学
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英語外部試験利用入試制度

適用対象 

学校推薦型選抜（公募）A方式・B方式（Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期）および

一般選抜〔前期日程・後期日程〕における「英語」科目受験者

少人数制の特別プログラムで
語学力を高める

ケンブリッジ

実用英語技能検定（S-CBT含む）

GTECⓇ CBT

IELTSTM

TEAPⓇ

TEAP CBT

TOEFL iBTⓇ

TOEICⓇ L&R

TOEICⓇ BRIDGE L&R

検定試験種類 スコア

120

準2級

680

3.0

135

235

35

460

60

130

準2級プラス

770

3.5

195

320

38

500

75

140

2級

930

4.0

225

420

42

600

84

160

準1級

1180

5.5

309

600

72

730

－

180

1級

1350

7.0

375

800

95

930

－

学校推薦型選抜（公募）
A方式・B方式
英語(50点)

一般選抜
〔前期日程・後期日程〕

英語(100点)

30点 35点 50点

60点 70点

40点

80点 100点

国際教養学部　インテンシブプログラム

インテンシブプログラム（英語・中国語）への興味や参加意欲

語学系資格の保有状況（英検・GTEC・TOEIC等）および今後の受験計画

中学・高校時の留学・国際交流プログラム参加経験

出願時に上記3点についてアンケートを行います。（国際教養学部志望者のみ）
※アンケートの回答が合否の判定に影響することはありません。

STEP 1.　出願時のアンケート調査

※下表に該当する英語関連の資格をお持ちの方は、出願時に「合格証明書(コピー)」または「スコア(コピー)」を提出することに
より、下表の得点とみなし、試験日当日の英語得点と比較して高い方の得点で合否判定します。

入試種別

例)学校推薦型選抜(公募)Ⅰ期・Ｂ方式(大学)の場合

換算後の得点

基礎学力調査(総合問題90分)
3科目のうち高得点2科目を採用(100点満点)

試験の得点
　または
換算後の得点

いずれか高い得点を採用

発声から会話、文法まで基礎をマスター！

国語
50点

数学
50点

英語
50点

例)一般選抜 前期日程(大学)の場合

３科目型
3科目のうち高得点2科目を採用(200点満点)

試験の得点
　または
換算後の得点

いずれか高い得点を採用
国語
100点

選択科目
100点

英語
100点

初級者から上級者まで 準備期間：3時間/週
【１年次前期】

本プログラム：12時間/週
【１年次後期/２年次前期】中国語インテンシブプログラム

01

02 外国人教員だから生の中国語を学べる

03 中国の文化も学べる

少人数で細やかな指導

中級者から上級者まで 12時間/週
6時間/週

一般学生の英語の
履修時間割合

9時間/週英語インテンシブプログラム

生の英語で「読む・書く・聞く・話す」の４スキルをマスター！

担任が個別カウンセリング

01

02

03

１年次

2年次

受験・合格・入学手続

英語インテンシブプログラム

中国語インテンシブプログラム

インテンシブプログラム受講の可否決定

英語プレイスメントテスト（クラス分けテスト・入学者全員） ＋  面接

面接

インテンシブプログラム希望者には上記試験を行います。

STEP 2.　入学時オリエンテーション

選考

1年次から英語または中国語を集中的に学ぶ少人数制のインテンシブプログラム
を設置。外国語大学以上に充実したカリキュラムで、語学力を高めます。
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経営経済学部

①経営学科での学修に必要な基礎学力を有し、企業経営・マーケティング・ベンチャービジネス・スポーツビジネスに関心を持ち、主体的に学ぶ意欲のある人。
②絶えず変化する社会の中で、自らの思考力やコミュニケーション能力を高め、時代の先端を切り拓こうとする意欲のある人。
③持続可能な社会の実現に向けて、他者と協働しながら課題解決に取り組む意欲のある人。

経営学科では、経営を取り巻く社会に関する幅広い知識を身につけ、経営学の専門知識を活用して総合的な視野から社会の発展に貢献できる人材の育
成を目指す。その目的のもと、以下のような資質を備えた多様な人材を幅広く受け入れる。

本学科では、上記の資質を募集方針の柱とし、それに基づいて教科・科目を設定した筆記試験中心の一般選抜、および面接などを重視した各種選抜試験を実施する。こ
れらの選抜においては、高等学校で求められる学力の三要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」などを評価基準とし、各試験の
特性に応じて適切に重みづけを行う。
なお、経営学科への入学に際して、経営学の専門的な予備知識は必要ない。大学での学びを通じて自身の未来を切り拓こうとする意欲と基礎的な学力を備えている人材
であれば、すべての人を歓迎する。
高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
　〔1〕地理歴史および公民分野の基礎的な内容を理解し、国内外における経営や経済の動向・情勢に関心を持っていること。
　〔2〕国際化が進む地域社会への理解を深めるため、国語・英語・数学といった各教科を幅広く学修し、資料を的確に読み解くための基礎学力を備えていること。
　〔3〕さらに、企業経営に関わる知識や技能として、簿記検定、情報処理検定、パソコン検定、数学検定、英語検定などの資格を取得していること。
　〔4〕加えて、ボランティア活動や課外活動などに積極的に取り組み、自主性と協調性に基づくチームワークや奉仕の精神を理解していることが望ましい。

経営学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕文献・資料を読んで、その内容を理解し、まとめることができる能力を有していること。
 〔2〕自分の考えを人前で話すことができる程度の国語、または、英語の基礎的な能力を有していること。
 〔3〕生徒会活動やボランティア活動などの諸課外活動を経験していることが望ましい。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

心理コミュニケーション学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。
①人間の心理と人とのコミュニケーションに関心を持っている人。
②人と社会を幸せにしたいと考えている人。
③将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
④幅広く様々なことを学ぶ意欲がある人。

心理コミュニケーション学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 保健体育・家庭科及び生物の各分野の基礎的な内容を理解していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

①「人間」、「社会」、「健康」に対する関心を持っている人。
②「心豊かに人生を生きる技と、社会人として必要な基礎的能力を身につける」という学科の理念に共感できる人。
③将来は、健康をはじめとしたさまざまな分野で、人々の幸せのために貢献しようとする意欲を持っている人。
④何ごとに対しても積極的に取り組み、常に自分を成長させていこうと考えている人。

人間健康科学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

人間健康科学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 体育及び保健の基礎的な内容をよく理解していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

①本学科の特性を理解し、勉学と課外活動を両立できる人。
②スポーツ教育、健康・スポーツ指導、スポーツマネジメントに興味・関心がある人。
③将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
④幅広く様々なことを学ぶ意欲があり、地道に継続した努力を惜しまない向上心のある人。

スポーツ行動学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

スポーツ行動学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
　〔1〕資料を読み解き、自らの考えを表現するとともに、他者との円滑なコミュニケーションを図るために、国語の基礎的能力を有していること。
　〔2〕高等学校で学ぶ様々な科目を通して、現代における社会的な問題について基礎的な知識を修得していること。
　〔3〕新聞・ニュース報道等を通じて、経済学科が対象としている社会の諸問題に関心を持つとともに、これらを探求するための基礎としての地理歴史・公民分野につい

て幅広く学修していること。

①国際化する経済社会や地域社会に関心を持ち、自主的・主体的にその問題解決に取り組もうとする強い意志を有している人。
②経済学を中心とする幅広い分野の学問を修めるなど、将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。
ただし、経済学科に入学するために、経済学の特別な基礎知識は必要としない。大学で学ぶにふさわしい意欲と基礎学力を備えた人材であれば、すべての人を歓迎する。

経済学科は、建学の精神である「全人教育」と「教学の基本」のもと、大学全体のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）に定める事項のほか、
次のような者を幅広く受け入れる。

経済学科

国際教養学部

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、
高等学校における学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行
い評価する。
高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕国語や英語に興味を持ち高校レベルの基礎的な学力を有していること。
 〔2〕積極的に実用英語技能検定、GTEC®、TOEIC®などの資格を取得しようとする意欲を有していること。

①語学力と行動力をもって国際社会で活躍したいと考えている人。
②多文化に関心を持っている人。
③基本的な言語コミュニケーションができること。
④将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。

国際コミュニケーション学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

国際コミュニケーション学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕国語や英語に興味を持ち高校レベルの基礎的な学力を有していること。
 〔2〕地理や歴史分野の基礎的な学習内容を理解し、地理や歴史に関する検定などを受ける意欲を有していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、
高等学校における学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行
い評価する。

①多文化や日本文化に関心を持っている人。
②観光やホスピタリティに関連するビジネスに関心を持っている人。
③文化・芸術・エンターテインメントに関連するビジネスに関心を持っている人。
④基本的な言語コミュニケーションができること。
⑤将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。

国際観光学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

国際観光学科

短期大学部

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕言葉によって自らの考えを表現するために、国語の基礎的内容を理解していること。
 〔2〕子どもの表現活動を学ぶ基礎として、音楽・美術・体育に興味を有していること。
 〔3〕特別活動・課外活動（ボランティア活動など）に積極的に参加していること。

上記の人物像を踏まえ、筆記試験を中心とする一般選抜試験と面接などを中心とする各種選抜試験を実施し、学力の3要素である「知識・技能」「思考力
・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を総合的に評価する。

①保育にかかわるすべての事柄に関心を持っている人。
②幅広く様々なことを学ぶ意欲のある人。
③①、②をもとに、幼稚園教諭免許と保育士資格の取得を目指す人。

幼児保育学科では、学科の教育目的を理解し学習成果を達成できる資質を持つ人、具体的には次のような人を求める。

幼児保育学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 国語、数学、英語、社会の基礎的な内容。

上記の人物像を踏まえ、筆記試験を中心とする一般選抜試験と面接などを中心とする各種選抜試験を実施し、学力の3要素である「知識・技能」「思考力
・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を総合的に評価する。

①将来に向かって何事にも積極的に取り組むことができる人。
②多様な文化や価値観を理解し、他者とのコミュニケーションができる人。
③様々な出会いや経験を通じて豊かな人生を創造したいと考えている人。
④ビジネス全般に関心を持ち、さまざまな業界で活躍したいと考えている人。
⑤特に観光ビジネスに関心を持ち、観光業界で活躍したいと考えている人。
⑥ボランティア活動などを通じた地域貢献に関心がある人。
⑦国内外の文化やことばに関心を持ち、国際交流に貢献したいと考えている人。

ライフデザイン学科では、学科の教育目的を理解し、学習成果を達成できる資質を持つ人、具体的には次のような人を求める。

ライフデザイン学科

人間科学部

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）〔抜粋〕 大学全体のアドミッション・ポリシーは
こちらからご確認ください。
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経営経済学部

①経営学科での学修に必要な基礎学力を有し、企業経営・マーケティング・ベンチャービジネス・スポーツビジネスに関心を持ち、主体的に学ぶ意欲のある人。
②絶えず変化する社会の中で、自らの思考力やコミュニケーション能力を高め、時代の先端を切り拓こうとする意欲のある人。
③持続可能な社会の実現に向けて、他者と協働しながら課題解決に取り組む意欲のある人。

経営学科では、経営を取り巻く社会に関する幅広い知識を身につけ、経営学の専門知識を活用して総合的な視野から社会の発展に貢献できる人材の育
成を目指す。その目的のもと、以下のような資質を備えた多様な人材を幅広く受け入れる。

本学科では、上記の資質を募集方針の柱とし、それに基づいて教科・科目を設定した筆記試験中心の一般選抜、および面接などを重視した各種選抜試験を実施する。こ
れらの選抜においては、高等学校で求められる学力の三要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」などを評価基準とし、各試験の
特性に応じて適切に重みづけを行う。
なお、経営学科への入学に際して、経営学の専門的な予備知識は必要ない。大学での学びを通じて自身の未来を切り拓こうとする意欲と基礎的な学力を備えている人材
であれば、すべての人を歓迎する。
高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
　〔1〕地理歴史および公民分野の基礎的な内容を理解し、国内外における経営や経済の動向・情勢に関心を持っていること。
　〔2〕国際化が進む地域社会への理解を深めるため、国語・英語・数学といった各教科を幅広く学修し、資料を的確に読み解くための基礎学力を備えていること。
　〔3〕さらに、企業経営に関わる知識や技能として、簿記検定、情報処理検定、パソコン検定、数学検定、英語検定などの資格を取得していること。
　〔4〕加えて、ボランティア活動や課外活動などに積極的に取り組み、自主性と協調性に基づくチームワークや奉仕の精神を理解していることが望ましい。

経営学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕文献・資料を読んで、その内容を理解し、まとめることができる能力を有していること。
 〔2〕自分の考えを人前で話すことができる程度の国語、または、英語の基礎的な能力を有していること。
 〔3〕生徒会活動やボランティア活動などの諸課外活動を経験していることが望ましい。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

心理コミュニケーション学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。
①人間の心理と人とのコミュニケーションに関心を持っている人。
②人と社会を幸せにしたいと考えている人。
③将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
④幅広く様々なことを学ぶ意欲がある人。

心理コミュニケーション学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 保健体育・家庭科及び生物の各分野の基礎的な内容を理解していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

①「人間」、「社会」、「健康」に対する関心を持っている人。
②「心豊かに人生を生きる技と、社会人として必要な基礎的能力を身につける」という学科の理念に共感できる人。
③将来は、健康をはじめとしたさまざまな分野で、人々の幸せのために貢献しようとする意欲を持っている人。
④何ごとに対しても積極的に取り組み、常に自分を成長させていこうと考えている人。

人間健康科学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

人間健康科学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 体育及び保健の基礎的な内容をよく理解していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。

①本学科の特性を理解し、勉学と課外活動を両立できる人。
②スポーツ教育、健康・スポーツ指導、スポーツマネジメントに興味・関心がある人。
③将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
④幅広く様々なことを学ぶ意欲があり、地道に継続した努力を惜しまない向上心のある人。

スポーツ行動学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

スポーツ行動学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
　〔1〕資料を読み解き、自らの考えを表現するとともに、他者との円滑なコミュニケーションを図るために、国語の基礎的能力を有していること。
　〔2〕高等学校で学ぶ様々な科目を通して、現代における社会的な問題について基礎的な知識を修得していること。
　〔3〕新聞・ニュース報道等を通じて、経済学科が対象としている社会の諸問題に関心を持つとともに、これらを探求するための基礎としての地理歴史・公民分野につい

て幅広く学修していること。

①国際化する経済社会や地域社会に関心を持ち、自主的・主体的にその問題解決に取り組もうとする強い意志を有している人。
②経済学を中心とする幅広い分野の学問を修めるなど、将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。
以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、高等学校に
おける学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行い評価する。
ただし、経済学科に入学するために、経済学の特別な基礎知識は必要としない。大学で学ぶにふさわしい意欲と基礎学力を備えた人材であれば、すべての人を歓迎する。

経済学科は、建学の精神である「全人教育」と「教学の基本」のもと、大学全体のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）に定める事項のほか、
次のような者を幅広く受け入れる。

経済学科

国際教養学部

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、
高等学校における学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行
い評価する。
高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕国語や英語に興味を持ち高校レベルの基礎的な学力を有していること。
 〔2〕積極的に実用英語技能検定、GTEC®、TOEIC®などの資格を取得しようとする意欲を有していること。

①語学力と行動力をもって国際社会で活躍したいと考えている人。
②多文化に関心を持っている人。
③基本的な言語コミュニケーションができること。
④将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。

国際コミュニケーション学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

国際コミュニケーション学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕国語や英語に興味を持ち高校レベルの基礎的な学力を有していること。
 〔2〕地理や歴史分野の基礎的な学習内容を理解し、地理や歴史に関する検定などを受ける意欲を有していること。

以上の項目を募集方針の要素として、教科・科目を設定して筆記試験を中心とする一般選抜試験と、面接などを中心とする各種選抜試験を実施しているが、
高等学校における学力の3要素である「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」等を、それぞれの選抜試験において重みづけを行
い評価する。

①多文化や日本文化に関心を持っている人。
②観光やホスピタリティに関連するビジネスに関心を持っている人。
③文化・芸術・エンターテインメントに関連するビジネスに関心を持っている人。
④基本的な言語コミュニケーションができること。
⑤将来の進路に向かって何事にも積極的に取り組む人。

国際観光学科では、学科の掲げる教育目的を踏まえ、次の者を幅広く受け入れる。

国際観光学科

短期大学部

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 〔1〕言葉によって自らの考えを表現するために、国語の基礎的内容を理解していること。
 〔2〕子どもの表現活動を学ぶ基礎として、音楽・美術・体育に興味を有していること。
 〔3〕特別活動・課外活動（ボランティア活動など）に積極的に参加していること。

上記の人物像を踏まえ、筆記試験を中心とする一般選抜試験と面接などを中心とする各種選抜試験を実施し、学力の3要素である「知識・技能」「思考力
・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を総合的に評価する。

①保育にかかわるすべての事柄に関心を持っている人。
②幅広く様々なことを学ぶ意欲のある人。
③①、②をもとに、幼稚園教諭免許と保育士資格の取得を目指す人。

幼児保育学科では、学科の教育目的を理解し学習成果を達成できる資質を持つ人、具体的には次のような人を求める。

幼児保育学科

高等学校等で履修･取得しておくことが望ましい科目分野･資格等
 国語、数学、英語、社会の基礎的な内容。

上記の人物像を踏まえ、筆記試験を中心とする一般選抜試験と面接などを中心とする各種選抜試験を実施し、学力の3要素である「知識・技能」「思考力
・判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」を総合的に評価する。

①将来に向かって何事にも積極的に取り組むことができる人。
②多様な文化や価値観を理解し、他者とのコミュニケーションができる人。
③様々な出会いや経験を通じて豊かな人生を創造したいと考えている人。
④ビジネス全般に関心を持ち、さまざまな業界で活躍したいと考えている人。
⑤特に観光ビジネスに関心を持ち、観光業界で活躍したいと考えている人。
⑥ボランティア活動などを通じた地域貢献に関心がある人。
⑦国内外の文化やことばに関心を持ち、国際交流に貢献したいと考えている人。

ライフデザイン学科では、学科の教育目的を理解し、学習成果を達成できる資質を持つ人、具体的には次のような人を求める。

ライフデザイン学科

人間科学部

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）〔抜粋〕 大学全体のアドミッション・ポリシーは
こちらからご確認ください。
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